
Ｂ	１
規則第61条の申請書の様式 







西予市長　様



保安林内土地の形質変更許可申請書 



住	所




令和　年　月　日

法人にあっては、名称及び
申請者氏名（	）
代表者の氏名 


次の森林（土地）において次のように土地の形質を変更したいので許可されたく、森林法第34条第２項の規定によりその許可を申請します。 

	森林（土地）の所在場所
	　

	保安林の指定の目的
	　

	行為の方法
	１．変更の目的
　　
２．行為の種類

３．内容並びに面積
　　　
４．土地の形質変更の状況

　　別紙図面のとおり　切土　m3　盛土　m3　残土0m3

５．施行設備及び行為地に係る使用目的達成後の取り扱い
　　植栽により森林に復旧

	期　　間
	始　期
	

	
	終　期
	

	備　　考
	



注	意	事	項
１	申請書は、行為を行うべき箇所ごとに作成すること。 
２	行為の方法欄は、次の事項を記載すること。 
⑴	立竹の伐採にあっては、伐採面積、伐採する立竹の年齢並びに束数及び伐採跡 地の取扱い 
⑵		立木の損傷にあっては、損傷の目的、 損傷する立木の樹種、年齢、本数並びに 面積及び損傷後の取扱い 
⑶	家畜の放牧にあっては、放牧面積、家畜の種類並びに頭数及び管理方法 
⑷	下草、落葉又は落枝の採取にあっては、採取物の種類並びに数量及び採取方法 
⑸		土石又は樹根の採掘にあっては､ 採掘の目的､ 種類( 土石の採掘の場合に限る。)、面積、方法並びに数量、採掘設備、土地の形質の変更の状況及び採掘後の取扱い 
⑹		開墾にあっては、開墾の目的、面積並びに方法、土地の形質の変更の状況及び 開墾地に係る使用目的達成後の取扱い 
⑺ 土石又は樹根の採掘及び開墾以外の土地の形質を変更する行為にあっては、変更の目的、行為の種類、内容並びに面積、土地の形質の変更の状況、 施行設備及び行為地に係る使用目的達成後の取扱い 
３		面積を記載する場合は、実測又は見込みにより、ヘクタールを単位とし、小数第 ４位まで記載すること。 
４	添付する図面の様式は、規則第48 条第１項の申請書の様式のイの申請書に添付する 図面（森林計画図）に準ずること。
５	なお、 ２ ⑸、⑹、⑺については、原則として下記書類も添付すること。
⑴		不動産登記簿（同面積、保安林面積、 申請面積、所有者及び同住所等はすべて 地番別に記載すること。）
⑵	写真
⑶	事業計画書、事業計画図 
⑷	代替施設計画書（必要に応じて） 
⑸	許認可証書の写し等 
⑹	直接利害関係者の証書等 
⑺	土量計算書等の書類 
⑻	実施設計書、設計図面（ 平面、縦断、定規図、丈量図等） 

